
屋内無線電力伝送における指向性制御を
用いた人体放射回避に関する研究

Abstract

現在，屋内での無線電力伝送に関する検討が盛んに行なわれている．
無線電力伝送を行う際に人体に過剰に電波が放射されると，健康被害が
生じる可能性がある．そのため屋内無線電力伝送の実現に際し，給電効
率保持しながら，人体への放射回避を可能とする技術が必要となる．
本研究では，無線電力伝送にアレーアンテナを用いた指向性制御手法
である，遠方界ビームフォーミング，近傍界モードベクトル，レトロディレク
ティブと，それらに二項分布とチェビシェフ分布を導入した指向性制御手
法を用いて給電した際の，給電効率と人体への放射回避性能について検
討し，無線電力伝送を行う際の最適な指向性制御手法についての検討を
行った．

3. 解析モデルと解析諸元

まとめ
屋内無線電力伝送における，遠方界ビームフォーミング，近傍界モード
ベクトル，レトロディレクティブとそれらに二項分布とチェビシェフ分布を導
入した指向性制御手法の導入による人体への放射回避についての検討
を行った．

検討の結果，二項分布およびチェビシェフ分布の導入により人体へ放射
回避性能が向上することを示した．また二項分布及びチェビシェフ分布の
導入により，給電効率が低下するものの人体放射低減量に比べて微小で
あることを示した．解析の結果から，二項分布及びチェビシェフ分布を導
入した指向性制御手法は屋内無線電力伝送に適していると考えられる．
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4. 指向性制御手法の性能評価

二項分布

チェビシェフ分布

1. 指向性制御手法

2. 振幅分布

解析モデル 解析諸元

評価指標:
人体内部の最大SAR

二項分布及びチェビシェフ分布を導入した
手法は無線電力伝送に適している
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